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FArphの 前 31Xlメー トル辺 りからは高■に碑客用の帝財席が用をされている。有常なのであろう。高日か

らのナ張の中多くランナーがF■■■BLに 飛び込む。4時 間 50分 に2rで定れた様だ=メ グルをいけて贅い、

水と食料の入つた策を受け取る。″くナナ、林伯、大―グル、スポーツよ料等が入つている。保江用のアル

ミ宙も●いてもらう。食ぺながら、はみながら注れに宗つて、や■のあるトラックセ擦i手 号が付いて

感●めでょぐに分かり、脅傍も手いよく出して東れた。やといはいれtBる のと 共のまま■におむをとお

り景る医療テントJあ る。立ち争って,に 入ろうとすると、医室の必要のとい人は入れられといと所られ

る。L直 に確を面かつて■つているので知何しても会ラ必要があることを最明して、テントに入る。中は

てんてこ力いのなかしさこ axl人 奈りの面働をLた という。それでもI‐ は外に出てきて、芋章のHngh

が一倍の写真Sfいつてくれrt.確 を受け取り、先にアパートに向かう。C●EhlPa止 内もランナーでごつ

|た通しているが、公口西大通りや自然史博物日の4LBの おりも友HBをと断し、ランチーや共の家族の様ち

‐惇
と,W所 としていと 市の行政も巻き込んだ大いかりなレースなのだをシャワーを浴び、後夕食を済ませ、

翌日は自由行動の日〕ヒ 空もほlIMの 気持ちのいい朝となった。C●ImIPatL:こ 行つてみる。Ftalsh

地末辺 りのゴミなどはスクカ,片 付けられている。只行やテント等はまだ敬去の最中であつた。Plalahの

手前の観置席や FIIB311のアーチも手付2す のよほで、26時 間以上掛けて辿りないたと言う杖を突いた17

館人が hね H6Wを 受けて唇た。勿お何人かのサポーターの援助を受けながらの FIH●hで ある。NYC

Maratho■ はこの様な所が他には無い特こであろう。hatghに 向かう意思がある者の内には何時までも

口lalshは日けて置くのであろう。公国内は任葉が始まつている。この辺りの任率は赤と言うよりは黄色が

多い。特に銀なの費色が鮮やかも 元々中国の原産であるが、人お的に移植され、今では使方比方で見ら

れるように,っ ている。その後防れた、Charlestaaや Charlctteに も街略崩が見られ沢山の実が落ちてい

たが、実は見向きもされない様だ。食する習lRが無いのであろう。

その後はInwer ManhattaEに 向かう。UEl●E Sqdareの 傍のスポーシ店に寄つて見る。Tは■ Ra●●

用の協は地方の方が開発が進んで唐るよう札 文無しの状態なので見るだけであつた。時面があるので、

NYO Ha■ の中を見ようとするおt、飯内は見学が出来な↓☆ こ 西岸の市庁台は殆どが出入りFJ由である

ので、呉な感じがした。中率宙が近いので、食事を共処で済ませる。スーブ付きで 4n程 の昼食は 6ド ル

と安く、とも多く、金欠定には打つて付けの食事であつた。

ウロウ,と 'い 問歩き回つたおけで、Inh atな的に出かける0時 前にはア′`― 卜に掃りをくことが出来な

かった。ア′ミー トに帰つて偉を開けようとするが開かなし、 には上下二つ付いており、どちらもいけてあ

れば源かつてある確一つでは入ることが出来ない。晴段にほを降ろし、曽し考える。HHEL力 【居ることに

成っていたが、なも何処めヽ こ出かけた経品

このまま化処でやつて居るのも、BE8と いつその手 Ianの 病院に行つた方が真いと思う様になる。公

田の束田の MはSlaBA H08P画 と問いており、IaFIは 公口を積切つて歩いて通つていると言つて居たのを

思い出し,行 つてみる気になったの名 NYの 病院を見ておくのも悪くないであろう。

途中は人に●ねながら税院に向かう。5客 大通りを北に向かい、1∞ 通りの手前にある大瑠院だ。安けで

I― の名前を告げるが、居均所が分かるまで 15分 ,こど出かつた。受付の男は名簿を日本、宙く後方比方

に■断して、ヤットLiが 興急病棟に清めていること突さ止める。"1棟に行き長い臨下を歩き、ヤット迪

りつく。大勢の患者の中を医療関係者が忙しそうに行き来している。処ほ室だけでも一度に llXl人極が慎

になれるベッドなどが8い てある。来の検が音段彼女が的めている小購 塩ヒ 比処にも沢山の人が付

つていた。在の 8け を回つて居るのに、外来る者の多いことに■き、駅を田くと的めを確えから親院に来

る人も多いので、在も■つているのだという。施設があれば、後は医者が居れば 24時 間でも清妹は可能で

あろう。日本の3合 は医者も出世も十分とは言えないのでは無いか?唐 局 LH力 【白宅に電話をし、Eu

の在宅をt8し たので、使の岡田は解決した。

と11月 3R!7時 にアパー トを出て LCuatta空 港に向か う。地下鉄 と六スを乗り強ぎ 1時 間ほどで付く。

Innは な的から2時 ごろ行つており、保が出る時は起きていた。現金も少なく、カードは'般 的に受け取

り使つて見るまでは、安心できない。最悪は毎日するまでカードは使えない可能性もある。安全のために

L●Aか らllNl iぺ りて分"ヤしる。

NYか らWashlDa●A DCに 飛び、乗り供えて',舟tr7イすのChatlestanに向かう。アメリカには何口も来

ているが、来の都度キリ道をする手にしている。何時の間にか合衆口の全ての州を回つて見たいと思う様

にも成つている。既に30州 は回つているので、早晩回り切る手に虚ろう。
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早めにお体みとする。使等のおりは遅く成るようである。

後でIItara●|を見て分かつたことであるが、43745人 が完たしている。●加者の面では大レースと言

えよう。第一回大会の 1970年の売走者が55人であつたことを考えれhr、急連な親標の拡大と言える。之

は 区ヽ の Inta転 "が 整っていること、アメリカ人の何でも一番思考があつて可能となつたのであろう。

●加やはNYFaad■ unH●ぉが 138、その値が 171、外国人は231ド ルを極めておし、単にたるだけで之

だけ韓かるのである。当初の●加■ 1膨 ウはまい吉の話となつている。イF/ェントの予算は当初は■00

0ドル、今回は2億 281Xl万ドルと蔵つている。実の2280t●情の増加となっている。

供は語のなにこのレースをたつてみたが、こ産とたる気は起こらない。モット小さないの見える大会が好

きなのこ
f_す す ‐ ゴ
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アメリカはrlンキ~や アパラチアの山岳部を除けは非行に平坦な土地である。今回飛んだ大陸東岸も乃ど

平らである。特にCharL●mの 辺りは準積地で非常に平らな手が観上より見て取れる。この子は二つの手

力ヽら分かる。一つは海岸または川岸のまからは前浅可伯な水辺芝出るんの非常にたい模裕が沢山兄られる

ことであり、もう一つは注岸を航行する船前の航けが白色ではなく末色を帝びて8る こと札 海が遠浅な

お、出産の泥をスクリューがをき上げて居るからだ。全体には様であるが、浜辺には砂取では無く,枚 Ⅲ

な泥世,1出来ている。流れが平らが故に最早川には粒径の大きな砂を動"す 力は無く、相かい泥の洲を去

年に渡つて作り最けた結果、今のこの奇妙な地形になつたのであろう。

CLarlett ln― atl― l― は空軍のX4raに 同行りをしている様な竹と 沢山の大亜 送機が

中まつていた。飛行おで可までの交通手段について田く。′くスは一時間に一本しかないが、運よく15分経

で来ることになって層るので利用することにする。外に出ると決けで 気 に注産ともに決おである。″くス

のを人料金は■額の70日程度である。Shut」Lを 利用すると15ドルだと言つていた。40分 ほどで可の中

心品になく。共処から′くスの乗り継ぎもあるが、15分8で 歩くことが出来ることが分かっているので歩く。

何れにせよ今日の情は一泊25ドルの安宿でOLhEは 17時 と成つて居るので、早く行つても何の役にも

立たない。

策の定右いた時は年過ぎ、風対劇のやには入ること出来なかつた。暫く入り回のベランタに座りやつて

いると、泊まりつている客が耳を開けて中に入れて呉れた。間もなく受付の時同となり、先すカー ドが届

いているかと年ねる。,知 していないとのこ客であつた。年速また V‐ にt言 はする。虚逮を担当した

IJHLは 今朝981前に受け取りのサインをした書額を持つてEり 、とかに配建したとの手であった。再注意

回の女にこの作を簡すが、様のサインが入つた書類なのかをとかめて呉れという。逆に比方は8の 当には

捧だったのかを聞きだf.着 用来の自はと致が閉'す 、翌日になってやっとカードを手にすること出来た。

コ闘湖 内での連構不Aで 、九一日受付の机の中でカードtt3を していたの名 カードは手にしてもこれ

で安心する限には行かなし、 本当に使える手をtBし なければ、単なるプラスチクタの大片におぎない。

サインで使えるⅢ理と、晴8E番号でも使える手を余BIな的を買つていかめ、ヤフト安心が出来た。之でIDn

からも情ともこせる。

一=球φmtL■― 卸 の中を歩き回る。地回を■るとこの町磁N【に地逆蘇農(似 て晦 町の中心 ・

部である半島はManha仙 "と 同じ様に東西とも川がおれ、南は課い湾に面している。川の京にはBm●■lw

に相当する地形があり、南西にはStaten lalEEdに相当するおもある。勿お人口や可の大ききはNYの 比

ではない。本に囲まれH嘘 かな春ちついた成

宿は町の― まで 10分ほどの半島の百田にあり、結の掛かる的 "1までは3 0 0El理である。構を

確り対岸を目指すが、Gの Ⅲ英で51きIf。 川幅は5001L理 、対岸には目ばしいものが録V韓 な気がし

た。格の上からは百岸に可也の幅にまつてやや☆こ味を持びた脅文の低いイネ科の02t見 える。水ltXa

におつている。裕IFIBで杭を打ち込trlrを していたので、宙し見入る。おから大きなクレーンを使い、

像を杭の頭に書下させて打ち込んていたが、一回の書下て2-3血 程打ち込まれていた。川底がまらかい

Ⅲ績,で ある強 ヒ

先すこの半aを 反時Pr府りに 180度 程月 り、その生中心部の体奪街を口ることにする。出来るだけ川

に近い道を歩く。町並みは特“で、賃埼樹の手入れも好く出来ている。途申の岸辺では的 りを楽しと人々

を見かける。途中で造をm遠 え、中心部近くまで行つてしまった。気が付いた所は Ca■EoこParLで あり、

何処に OallatlEがあるのかを聞くが比処には療いと言う。名Flの出来は何なのであろうか?

再び川岸を歩く。沢山のヨットやモーターポー トが係留されて居る。正午近くなつて8り 、日差しは強く

析路域の日陰も小さい。お岸や範藤のを出をおり過ぎ、更に歩くと、大きな公口に狩く。比処は口陰が多

く、-8つ ける。 島 の先崎であり、比処には沢山の大砲が立末られていた。Whta Pant Oade■ と鶴が

出ていたが、NYの Battary Parkに相当する所蔦 ま潟の薄」tあり激が秘やかなこの地は使暑上隆には良

い所で、来のあ防待基地や大和の情えが必要だつたのこ

半るの先均を回り、東何を北上する。こちら側の川は C●●Perで あり、幅も広い。この点は 呼ヽ とはエ

反対rb● .佐 方の方が可として先に開けた所であろうか "ヽさな臨地が多い。

■様に盛"さ れたWa― tP‐ があり、い わつ捜おもある.来 の先にはコンテナタレーンが"母

か立っている。対岸には空母が浮かび、ほ伐換もハッキツと見える。Char16atonは農港なのであろう。

洋辺をはれ町の中心部に向かう。観光客を乗せた馬車を見かける。可の■にもそれ題高層の建"は 無い。

一書高いのが協会の尖時である。古い可なので、ま会は沢山あり、観光の月こと虚っている。アメ,力 で

一番古いる便局がこの町にあると宕でほかが言つていたので、中に入ってユいてみる。2Xl学 者から舞務

をしていると 係 りの女性は言つていたが、一番古いことは否定した。Lttmetで 河末ると最古の寄便局

は No,HanPchHHに ある様に 1田●年からのは最皆業と言うので、Charmaこ の的も英れとにtま同じ

塵史を持つものと思われる。

南北におる道臨に田b呼 通りがある。化処は付キロにもわたり、立派な慮ぶ並んでいる。小さな町なので、

4時 ごろにはほlF見たい所は見尽くした。Caaper川 に架かる情を産り対岸まで行つて見る。長大な鶴で、

下は大きないが通れる。川の上鴻には質に多くのヨンテナークレーンが見える。行の長さは 3キ rlを超え

る。歩いている人、走る人、ローラーブレー ドや自転=に 衆つている人々が行き来している。車道とは完

全に分にされているので、たりのコースとして利用している人は多いよう毛 往復して情に,つ た時はス

ッカリ暗くなつていた。

Intamatで 明日と明後日の宿の手配をする。明日行くノースカ'ラ イナの Charb悔 は適当な碗が採せ

ないので締め、あちらにおいてから換すことにする。明後日はCL‐l●●ranの空港の構のホテルの予約をす

る。早い便なので、市内の宿ではタクシーを利用しなければばならす、時痢的にも好ましくな,、

CD〉ヘヴく


